
地域全体で進める持続可能な社会の創り手の学び
～大牟田市の実践～

前大牟田市教育委員会教育長 安田 昌則
大牟田市立宮原中学校 教頭 高倉 洋美



福岡県の最南 石炭で栄えたまち（最盛期２０万人超）

○人口減少１１万人（最盛期の半減）
少子高齢化（本市の高齢化率３７．２％：全国２８．９％）

○炭鉱閉山→炭鉱関連施設（世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」）
新しいまちづくりの模索 → 持続可能なまちづくりへ

２０万人

１１万人

【大牟田市の現状：ユネスコスクール・ESDとの出会い】

１０年前 文部科学省よりユネスコスクール・ESDの説明



教育委員会（教育課程検討委員会）
ＥＳＤの推進を決定

加盟申請決定

全面的支援丁寧な協議

校長会・教頭会での十分な議論
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大牟田市の目指すまちづくりと
ネスコスクール・ESDの理念が一致

【ユネスコスクール・ESDについての研究・検討】
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大牟田市の全小・中・特別支援学校が
ユネスコスクールに一斉加盟（２０１２年、１月）

※市内の全公立の学校が

ユネスコスクールに一斉に加盟したことは、

当時は世界でもめずらしい

ユネスコスクールの申請
パリのユネスコ本部にて審査

承認
市内全公立学校が一斉に

ユネスコスクールのまち おおむた

子どもたちが大牟田に誇りを持ち、
持続可能なまちの創り手に

※全国のＥＳＤ先駆者・実践者との出会い

【ユネスコスクール・ＥＳＤのまちへ】

※ＥＳＤによる明日への希望



・教育課程への位置付け
・ユネスコスクール担当者の明確化（校務分掌）

【各学校】

学校と教育委員会（市をあげて）

【ホールシティ・ホールスクールによる持続可能な
ユネスコスクール・ＥＳＤの推進体制の構築】

＜教育委員会＞ 支援



【大牟田市が進めるＥＳＤについての教職員研修】

＜研修の種類＞

Ａ研修：ＥＳＤ・ユネスコスクールに関する理論研修
Ｂ研修：大牟田市内の実践を交流する研修
Ｃ研修：大牟田市外の実践を交流する研修
Ｄ研修：授業実践を通した研修
Ｅ研修：大牟田市外の研修会を活用した研修
Ｆ研修：リーダー養成研修
Ｇ研修：日常的な研修

多様な研修の機会の提供
（教職員が選択できる）

但し、新任教諭、他市からの
教諭は、必ず研修を受講する。



【ＥＳＤの諸施策での具体的展開 ①】

•ユネスコスクール・ＥＳＤ全国実践交流会
•ユネスコスクール・ＥＳＤ子どもサミット
•ユネスコスクール・ＥＳＤ全国教育委員会サミット

子どもサミット

全国実践交流会



•子ども大牟田検定
•「ユネスコスクール・ＥＳＤのまち おおむた」宣言

•「大牟田市ユネスコスクールの日」制定
•啓発資料作成（リーフレット、ポスター、のぼり旗、ＨＰ、

フェイスブック等）

【ＥＳＤの諸施策での具体的展開 ②】

ユネスコスクール・ＥＳＤのまち おおむた宣言

啓発用リーフレット



【市長部局、諸団体、企業との連携による取組】
市をあげてのＥＳＤの推進体制
○「大牟田市ＥＳＤ推進本部」の設置
・各部局と連携した事業展開

・市職員のＥＳＤ研修会

○大牟田市ＥＳＤ
コンソーシアムの結成

教育委員会、学校と大学、企業・諸団体との
連携によるＥＳＤの推進

○「大牟田市ＥＳＤ推進協議会」の
設立（多様な団体によるＥＳＤの
推進）大牟田市文化連合会、退
職校長会、大牟田市福祉協議会、
大牟田ライオンズクラブ、大牟田
柳川信用金庫 等



ユネスコスクール・ＥＳＤのまち おおむた

ＥＳＤのさらなる充実

普遍的課題を踏まえた大牟田の課題解決への取組

持続可能なまち おおむた（地方創生）

ESD for  SDGs

【ＳＤＧｓとの出会い ①】

大牟田版ＳＤＧｓの作成

ＳＤＧｓの取組



【ＳＤＧｓとの出会い ②】
○「ＳＤＧｓおおむたマップ」作成（各学校のＳＤＧｓの実践）

○「ＳＤＧｓ未来都市」選定

○「ジャパンＳＤＧｓアワードの特別賞」受賞

○国連大学ＲＣＥへの加盟認定
ジャパンＳＤＧｓアワードの特別賞受賞

国連大学ＲＣＥへの加盟

【外務省ホームページより】



桜の苗木植樹

地域を持続可能なまちへ
地域と連携した実践

「絆プロジェクト」との話し合い

吉野小学校「吉野小さくらプロジェクト」
～桜を通した まちの活性化へ～

【地域の課題解決に向けたESD／SDGsの実践例①】



花を通した持続可能なまちづくりへ
大正小学校 「フラワータウンプロジェクト」

公園での花苗植え 近くの学校と駅に花の贈呈 地域の方へ苗の贈呈

「子供花屋」の開催 地域へ折り紙の花の贈呈 地域の方からのお礼

【地域の課題解決に向けたESD／SDGsの実践例②】



<福祉学習>一人暮らしの高齢者との共生

中友小学校 「子ども民生委員活動」

高齢者宅訪問

認知症ＳＯＳネットワーク模擬訓練

地域の民生委員・
地域の方々との連携

地域の方と高齢者の方々と
共に活動する

【地域の課題解決に向けたＥＳＤ／ＳＤＧｓの実践例③】



農業・食育を通したまちづくり
玉川小学校「米づくりと伝統芸能の継承」

田植え

米はかり踊り

地域との共同農園
子ども朝市

伝統芸能継承

手鎌小学校 「干拓地での農業」
山
羊
の
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育
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【地域の課題解決に向けたＥＳＤ／ＳＤＧｓの実践例④】



【地域の課題解決に向けたＥＳＤ／ＳＤＧｓの実践例⑤】

 

 

 

 

 

 

                    

 

                                   

 

      

 

 

 

「宮原坑」、「鉄道敷跡」の写真をいろいろな角度からとりましょう。 

    

プロのカメラマンのミニレクチャー 

撮影会 
 【日 時】：12 月 3 日（木）曜日  

              5～6 時間目 

 【場 所】：宮原坑 

 

 【目 的】：・自分と違う意見を持った人を、互い      

        に認めていく力をつける。 

       ・地域の宝「宮原抗」を広く発信する。  

 

 

 １、１人１作品。 

 ２、「宮原抗」、「鉄道敷跡」のどちらか、 

    または、両方を写真に入れる。 

 ３、伝えたいことを考えて撮る。 

 ４、人が写っている場合は、出品の了解をとる。 

 ５、カメラは、学校で貸します。 

（個人で持ってきてもよい） 

賞     【学校長賞】【テクニカル賞】【最優秀賞】【優秀賞】 

審査員  岩崎さん（岩崎写真館）、坂井さん（世界遺産文化財室）、学校長、教頭、一年職員 

       一年生保護者 

  展示会場 米生中学校 南校舎 三階 

  展示期間 １２月１０日（木）～１２月１６日（水） 

                         大牟田市立米生中学校 

                          担当：1 年 1 組 4班 

河野悟天 村上賢太、渡辺海人、山口朋栞 
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出典：
文部科学省

【国際的な枠組みへの取組】～「国連海洋科学の１０年」に向けた取組の推進～



海を通したESD/SDGs(海洋教育） 東京大学との連携

有明海～日本の海～世界の海

海洋リテラシーの育成 （カリキュラムの作成・実践）

～「国連海洋科学の１０年」に向けた取組の推進～



~ユネスコＩＯＣにおける「国連海洋科学の１０年」に向けた取組の推進~

出典： 及川幸彦氏（東京大学）のプレゼンより



大牟田市海洋教育副読本 大牟田市 海洋リテラシー育成計画
表

海洋リテラシーに
ついての

副読本の内容



子どもたち同士のつながり：学び合い

【ユネスコスクール等：国内外の学校との交流】

○宮城県気仙沼市 ○奈良県奈良市
○愛媛県新居浜市 ○岡山県岡山市
○北海道留寿都村 ○島根件大田市
○宮崎県綾町 ○佐賀県玄海町 等
○トルコ ○カナダ ○フランス ○シンガポール
○中国 ○キリバス 等

本市小学校とマーシャル諸島：
デラップ小学校と地球温暖化を
テーマに交流

本市小学校：苗を育てて販売
（植林に協力）

キリバスのマングローブの
植林活動



【大牟田のＳＤＧｓ／ＥＳＤの特徴 ①】

（１）教育を中心とした持続可能なまちづくりへの思い

（２）ホールシティによるＤＧｓ／ＥＳＤの推進体制

（３）ユネスコスクールの系統的・

持続的なＳＤＧｓ／ＥＳＤの実践

（４）教育委員会の着実なＳＤＧｓ／

ＥＳＤに関する施策の展開

ＳＤＧｓ／ＥＳＤの
推進

連携 連携

連携
連携



【大牟田のＳＤＧｓ／ＥＳＤの特徴 ②】

（５）継続した人材育成

（ＥＳＤ／ＳＤＧｓマスターティーチャー、

ＥＳＤ／ＳＤＧｓ研究所員等、多様な研修）

（６）全国のＳＤＧｓ／ＥＳＤの専門家・

実践者からの指導

（７）全国のステークホルダーとの連携

（共創によるＳＤＧｓ／ＥＳＤの推進）

（８）国内・海外の学校や教育委員会等

との交流（学びの場の共有）

マスターティーチャー研修会

中国大同市からの
学校訪問



【「地域全体で進める持続可能な社会の創り手の学び」の成果】

【学校・教育委員会】
○教育課程・教育活動の創意工夫→ 学校教育の充実・学校の特色
○校内協働体制の推進→ 学校の活性化
○教職員の地域資源を生かした授業改善→カリキュラム・マネジメント力、授業力の向上
○学校と地域・諸団体との連携→ 持続可能なまちづくりの取組推進

【子ども】
○地域課題への具体的実践→ 主体的学び（自分の考え、行動）の高まり
○地域課題から地球課題へ→ 自分事としての意識の向上

社会貢献への意識・行動の向上
※小さな市民や住民の一員としての行動

○校内外や地域等との交流→ コミュニケーション力・表現力の向上
○国際的な取組参加→ 活動や視野の広がり

【地域】
○多様なステークホルダーとの重層的な連携→

市民の「持続可能な社会づくり」の思いの高まりと活動の拡大



１０年前（中学校３年生）→ＥＳＤに出会う→ＥＳＤを次世代へ→教師をめざす
→大学進学→福岡県教育委員会採用試験合格→大牟田市の小学校に赴任



第９回ユネスコスクール全国大会（in大牟田） 当時の中学生
ユネスコ本部のザビーネ氏を（大牟田の世界遺産）英語でガイド


